
















子どもの権利条約（United Nations Convention on the Rights of the Child）が



















































































































































































書と見なされる，『子ども論・子ども学の手引き（Handbook of Childhood Stu-
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）同様な問題意識を James たちは抱いている。「特定のローカルな状況においてはまったく根
拠のない子ども存在の内容を利用する危険をわれわれは冒している」（James et al. 1998:140)。
）方法論も含め，同書で子ども論・子ども学のパラダイムとして，Qvortrupらは次のような点





































今の子ども論・子ども学の方法論的特徴を Lange およびMierendorff は次の



















庭が主たる空間管理の場となる（James et al. 1998:38）。③個人化は制度化を通
して達成される。つまり，種々の制度の中で個人が作り上げられる。④制度化
が進めば進むほど，その難点が逆に意識されるようになる。そこから「脱制度






































































































































ーである（James et al. 1998:66）。たとえば，世俗化された現代社会において
「永遠」の観念が放棄されてしまっていても，失われた子ども性の中に永遠を
見ようとし，そこにおとな自らのアイデンティティの源を求めようとする傾向












































































































































Ⅱ 他律かつ普遍（②かつＡ）：「社会構造的な子ども（Social structural child）」
汎社会的に存在する子どもという集団を想定する。少なくとも当該社会内で
は均一の子ども像があるとされる。
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